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私は，生まれつき聴覚に障がいを持っています。大きい音は聞こえますが，

声が濁って聞こえてしまうため，男の人の声と，女の人の声の区別もつきにく

かったり，突然音がしても何の音か分からなかったり，うしろから話されると，

聞きとれないということが多いです。 
 私は，小学校まで普通学校に通っていました。友達とは手話などを使わず，

読話（話し手の唇の動きや顔の表情から話の内容を読み取ること。）でコミュニ

ケーションをとっていました。そのため，何を言われているか分からないこと

も多く，聞き返せなかった私は，分かったふりをしてしまいました。その結果，

トラブルになってしまうことがよくありました。その時の私は，この学校に聞

こえない人が一人しかいなかったので，自分が聞こえないことを認めることが

出来なかったのだと思います。だから，聞こえる人と同じようにしたかったの

だと思います。しかし，そんなことを続けていても，いい方向には行きません

でした。だんだん自分に自信が持てなくなってしまったのです。だんだん，そ

んな自分が嫌になり，自分を変えたいと思い，中学校から聾学校に行くことを

決めました。聾学校に入って，まず私が衝撃を受けたことは，みんな自分の思

いを伝えようとする気持ちが強く，そのために，手話が分からない健聴者に対

して身ぶり手ぶりで伝えたり，それが伝わらないと分かると，筆談で伝えてい

たことでした。また，何気ない会話でも積極的に話しかけ，健聴者の方も理解

してくれようと努力している姿を見たときは，とても感動しました。以前の私

は，健聴者とは用事があるときしか，関わろうとしなかったのです。それどこ

ろか，関わることさえ避けていました。私は聾学校の人たちを見たとき，健聴

者に差別してほしくないと思っていたけれど，実は，私のほうが，障がいを持

っている自分と向きあっていなかったことに気づかされたのです。それからの

私は，こんなことではダメだと思い，少しずつ自分を変えるように努力してい

きました。 
 ある日，私は電車の切符を買おうと思い，窓口に向かいました。駅員さんと

の会話が分からず，恥ずかしかったけれど「聞こえないので筆談してください。」



 

 

とお願いしました。すると，駅員さんはニコっと笑って，すぐメモ帳とボール

ペンを取りだし，筆談してくれました。そのとき，私は勇気を出して言って，

よかったと思いました。今までの私なら，その一言が言えず，切符を買うこと

ができなかったでしょう。こういった経験をたくさんしていく中で，私は少し

ずつだけど，変わってゆくことが出来ました。そして障がいを隠してゆくこと

は何も得られないということが分かりました。それよりも，包み隠さずに，あ

りのままの自分を知ってもらったほうが生活していきやすいのではないかと思

いました。また，手をさしのべてもらうのを待つばかりでなく，自分からお願

いすることも大切だと思います。そうすれば，優しく手をさしのべてくださる

人がたくさんいるのです。 
 私は今，聞こえないから嫌だとか，恥ずかしいとかは思わなくなってきまし

た。そのままの自分でもいいと，前向きに考えられるようになり，自分が好き

になりました。聞こえないことは不便だと思うこともたくさんあるけど，聞こ

えないことを他で補うことが出来ることもあるし，出来ないときは仕方がない

これが私なんだと吹っ切ることも出来るようになりました。 
 また，障がい者だからといって，誰かを助けられないというわけではないと

いうことも経験しました。この前，電車を降りようとしたときに，電車とホー

ムまでに段差が少しあり，赤ちゃんをのせたベビーカーがなかなか降ろせなく

て困っている女の人を見かけました。私がベビーカーの前の手すりを持ち，お

ろしたら，その女の人はニコリと笑い，「ありがとうございました。」と言って

くださいました。その言葉を聞いて，私はとてもうれしい気持ちになりました。

いつも助けられている，と思っていた私でも，他の人を助けることができるん

だと感じました。 
 私の理想は，障がいがある，ないにかかわらず，すべての人が支え合いなが

ら生きていく社会です。障がい者だからといって助けてもらうばかりではなく，

障がい者の方も出来る範囲で人を助けられるようになれたら…と思います。そ

れが互いに支えあうということだと思います。そして私は，これから健聴者の

方に聞こえない人のことをもっと理解してもらうために色々なところに参加し

て，聞こえないとはどういうことかを伝え，難聴者と健聴者の架け橋になるよ

う，努力したいです。 
 誰もが住みやすい社会になるために…。 


